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〔てんとうむし〕

てんとうむしは

くろいぼたんが

あかいふく

テンテンテン
夕

てんとうむしは

あかいぼたんか

くろいふく

テンテンテン

てんとうむしは かくれんぼ

てんてん みえたり かくれたり

ざもみ
曲

鷺，

』

(前列左より）木村、岩村、山本広、三木順、尾崎

(後列左より ）結城、松村、三木安、西田、相坂、菅原、広畑、石井、唐土、 山本五、花岡、吉田
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昆虫館だより②
千種川グリ－ンライン昆虫館館長

内海功一
ジュニア質問箱

9月に入ったいま、キリギリス、 ヒメ

ギス、ヤブキリはもう老令、 クサキリ、

クツワムシ、ウマオイ、 クダマキモドキ、

ツユムシ、セスジツユムシ、ササキリ、

カヤキリなどは成虫ざかり、アシグロツ

ユムシはまだ幼す、 クビキリギスは生れ

て間もない。

前記のものに加え、 コオロギ類や、マ

ツムシ、スズムシ、カンタンなどと鳴く

虫で館内のにぎわう時となる。

クロアケノ、、ルリタテノ、、スミナガシ、

キマダラヒカケなどの幼虫も大きくなっ

ている。本年3回目のカイコはいま2令

この夏は意外とキベリノ､ムシが多く見つ

かった。食欲は旺盛で、 しかも水揚げの

むずかしいビナンカズラでの飼育、展示
だが人はあまり気付かぬようである。

庭で、例年のようにヒメカマキリと出

会った。一日の仕事を終えたいま、何百

と鳴くスズムシの中でこのことをしたた

める。 (SO8:佐用郡南光町船越)51.9.1

〔質問箱〕⑦ツバメがトンボをつかまえていま

したがツバメはトンボを食べるの

ですか。 (J.17木村光司）

普通ツバメはﾉ､エやブトなど空中昆虫を一番よ

く食べます。 しかし雨の日などヒナに与えるエサ

が少ない時にはトンボも与えます。今年の6月、

加西市の福永茂氏のツバメの観察記によると、

1976年6月14日、ツバメのヒナがふ化してから

一週間経ったある日、 ヒナのエサとして運んでき

たトンボ、 ノ､エ、ガが巣の下に落ちていた。いず

れも足などを接着剤のような粘液でひつつけられ

動けないようにされていた。翌日もトンボなどが

落ちており巣立つまでに約30匹のトンボが確認で

きました。

葛
＝

〔質問箱〕③ありじごくについて詳しく説明し

て下さい（協力会員：今津満里子）

ありじごくは雨があまり強くあたらない軒下や

排水の良い砂地で生息しています。ですから飼育

容器のように水が溜まるようなことはまず考えら

れません。また、アリの巣に雨が入って2～3時間

水につかるようなことがあってもよほどのことが

ない限り場所を移動するようなことはありません。

本誌5ページの「郷土のウスバカケロウ相とアリ

ジゴク」を参考にしてください。

罫

＊会誌発行について

発行予定日…52年4月10日

原稿締切日…52年1月31日

どしどし投稿して下さい。

lIIIIllIlIIIIIlIIlIⅡIIIllIlⅡIlIIIⅡ1111111ⅡIIIIIlIlIIⅡ11

＊会報発行について

発行予定日…52年1月20日

原稿締切日…51年12月10日

どしどし投稿して下さい。

〔質問箱〕⑨アケハチョウの舎早の見わけ方に
ついて姫昆ではどのように解答さ

れますか（市民からのTEL)

舎早の区別については春型夏型とも早の方が合

より大きく（例外個体もある）合の方が旱よりも色

があざやかで黄色と黒色がはっきりしている。対

して手は色がくすんで見える6

夏型合は後翅表面7室中央に黒斑が、旱は薄い黒

色が現れる。詳しくは標本を同定会日にお持ち下

さい。

－8－
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蝿

厩~盲あ~語霊~I昆虫類分布調査記録用紙

◎偶体数……＆＝多い， b＝普通． c＝少ない

。新鮮度……イー新鮮・ ロー中位， ハー河損参照地図“艦瀞付の事）鬮査地域
一一ー一ー1■■ 1■■

■■■ーー

天候鬮査年月日 年 月 日
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紀録者
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鬮査の行程

〆

害）(儲

(姫路昆虫同好会）

最近、 自然破壊が問題になっていますが、その

自然について私たちは十分理解しているでしょう

か。 自分の目で確かめ、 自分自身で直接自然にふ

れることが自然を理解する上でもっとも大切なこ

とです。

姫路昆虫同好会は昆虫を保護するため、ざらに

昆虫を観察することによって、 自然についてもっ

と理解を深めるために分布作成図を作り、資料を

蓄積していきたいと思います。これによってより

正確な昆虫の分布・生態がわかり、ひいては乱獲

を防ぐことにもなると思います。

皆様方の協力をお願いします。

〔記録用紙及び分布作製図について〕
これらの用紙は必要があれば事務所まで申し出

て下さい。

十分活用の後、運営委員まで報告して下されば用

紙代は請求しないつもりです。 また、資料の保管

は事務所で行ない、自由にサロン会等で利用でき

るようにしたく思います。

〔記録用紙の記載についてお願い〕

①NQ柵に会員番号を記し、その後に51年4月以

降の各自の採集日にそって番号を付して下さい。

それ以前のデータについては会員番号の後に0

を付けて下さい。

例）山本広一氏の第8回目の採集行の記録は

NQSO1-8と記されます。

②記録用紙は県内についてのみ使って下さい。

③種名がはっきりしないときは三角紙にNQ、記

録用紙とともに同定会日に持参して確認して下

さい。

④報告の整理は冬季に行ないますので記録の報

告は12月10日･までにサロン会当日か直接運営委

員にお渡し下さい。

‘
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兵庫県産昆虫類分布作成図 蝿

盲腰 国

昼
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十
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＝●

隆揚

(姫路昆虫同好会）

〔分布作製図について〕

①目撃者欄＝会員の会報、会誌の投稿による報

告及び姫昆記録用紙の報告によっ

て記します。

会員以外の報告は参考として記し

ます。

②採集者欄＝本年度からの採集品について記し

会報、会誌の投稿及び姫昆記録用

紙の報告によって記します。

※蝶、 トンボについて51年度の分布図は52年3

月中にまとめられると思います。その後順次追

加しますので多いに利用して下さい。

以後、蛾、その他甲虫、カミキリ、その他の昆

虫の順にまとめていく予定です。

シニア会員は

〒671-23飾磨郡夢前町菅生澗161

TEL(07933)5-0225

木村三郎方

姫路昆虫同好会(振替神戸9916）

ジュニア会員は

〒670姫路市西延末字手柄山440-2

姫路市立科学館内姫路昆虫同好会

TEL(0792)23-1080

＊会壷

本会入会申込者は入会金として1，0

、
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A 蝶

B 蛾

C トンボ

， カミキリ

E
その他

甲虫

F その他

胸

区分 目 撃 ■ 禄 亀 者 鐸築日

出石町

但東町

村岡町

漢坂町

美方町

沮泉町

八回町

畳父町

大■〈町

関宮町

生野町

靭囲山町

山東町

囲肇町

丹波地区

柏厘町

氷上町

冑垣町

春日町

山南町

市■町

篠山町

魂東町

多紀町

■紀町

丹南町

今田町

医神地区

神戸市

尼埼市

■宮市

芦■市

伊丹市

宝塚市

川薗市

三田市

猫名川町

淡路地区

洲本市

津名町

浪路町

丞浪町

一宮町

五色町

東遍町

緑 町

画浪町

三厘町

南淡町

区分I 目 軍 君I樺 顔 宕I樺亀日

播臼地区

姫路市

駒石市

相生市

麺古川市

鷺野市

寂鞄市

■■市

三木市

高砂市

小野市

釦■市

宮川町

杜 町

泡野町

東条町

中 町

勉美町

八千代町

■南願町

粗.員町

掻磨町

恵方町

家あ町

夢前町

神埼町

市川町

福屠町

巷＠町

大河内町

衝宮町

揖爆川町

御途町

太子町

上毎町

佐用町

上月町

南光町

三日月町

山崎町

安宮町

一宮町

波質町

千画町

但局地区

■岡市

城四町

竹野町

讐住町

日高町

■

会員募集
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卜姫昆サロン会争 姫昆サロン(g月2日)報告･･･参加者17名
○第一回運営委員会により決定事項発表

・顧問として奥谷禎一先生を迎える

・兵庫県産昆虫類分布作成図についてほか

〔調査依頼〕

①砥峰と太田池周辺のFaunaの比較の調炎

②犬見川水没地域と川上部落あたりのFaunaの比

較の調査

③宍粟郡から竜野市、揖保郡にかけての揖保川流

域の調査

一一人一話＝(発表者順）

菅原昭夫ノ､ネビロエゾトンボ合御津町で採集

結城八郎赤西でスミナガシ3$$を採集

三木安貞 7月の末、赤西でルリボシカミキリ採

集

相坂耕作姫路市のトンボ相について
ヒルゼン

唐土洋一大山、蒜山でオオヒカケ他採集

信州方面における採集鱗止区域場所の

調査依頼

花岡正入笠山のキベリタテノ､、コヒオドシ、

、 ヒメシロチョウほか

吉田豊赤西にて蝶採集

大山のゴマシジミほか

岩村巌8月は小学一年の子供と共に蒜山にて

採集

信州方面のオオミスジほか

広畑政己故郷の笠形山のふもとでクマゼミ採集

昔はいなかったが北上しているのだろ

うか

尾崎勇山地性のギフチョウの研究

三濃山の裏でウスバシロチョウ採集

山本広一小野市でホシミスジ採集

但馬地区で虫の会結成準備

三木順一イマイツツノ､ナバチは福崎、姫路市勝

原区、社の三ヶ所に発生

木村三郎ツマグロヒョウモンの累代飼育につい

て

石井為久赤西、杉が沢方面での採集

松村邦正下宿して近くなった信州の昆虫相調査

西田英之久崎と日名倉山での採集

シニア会員

姫昆サロン(8月5日)報告…参加者14名
①姫昆サロン世話人あいさつ……………木村三郎

②中部地方の高山蝶………………………吉野和義

③八日市市のキマダラルリツバメ………岩村巌

④姫路市書写山のキベリハムシ…………木村三郎

⑤コムラサキの学名iliaとmetis……川副昭人

一一人一話＝(発表者順）

岩村巌対馬での採集記

宍粟郡でのヒョウモンモドキ

森下泰治佐用方面での蝶採集記

広畑政己 ミヤマカラスアケノ､の食草

ノ､マセンダンについて

村上裕通蝶の採集について

村上秀樹大山での採集記

吾妻山のミヤマモンキチョウ

吉田豊蝶の採集について

竹内俊行ギフチョウの飼育

赤西でのオオムラサキ

山本五男生態写真について

吉野和義岡山県のベニモンカラスシジミ

三木安貞 トンボの分布について

菅原昭夫相坂氏の採集行に同行して

相坂耕作広く昆虫の分布・生態について

川副昭人故郷である三日月町の昆虫相について

世界の蝶の分類

木村三郎オオムラサキ・ギフチョウ・ツマグロ

ヒョウモン・ゼフイルスなどの飼育に

一ついて

縁

β

pM/:UU～lO:OC

市民会館第一会溌室

会費や･･500円

手1月は休会します

.M7:00～10:O0

市民会館第一会畿室

令曹…gOO円

－11－
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＝資料室一 姫毘ミニミニニュース

1975. 6／加古川市平荘町にてヒメヒカケ発生

1975. 6／姫路市勝原区にてキマダラルリツバメ

発生

1976. 6／姫路市打越にてウラキンシジミ発生

1976. 6／姫路市上大野町にてキマダラルリツバ

メ発生

1976. 7／姫路市東山にてナガサキアケノ、1早採

集

1976． 7／佐用郡佐用町にてホシチヤバネセセリ

発生

1976. 8／姫路市山田町藤の木山自然公園にてツ

マグロヒョウモン大発生

1976. 8／姫路市広峰山にてモンキアケノ､大発生

1976. 9／姫路市北八代県立姫路西高校教室内で

スミナガシ18採集

下記の方々から貴重な資料文献を恵与されまし

た。皆さん大いに活用して下さい。

誘蛾会：誘蛾燈NQ64(1976. 4)

・神保一義：妙高山塊、火打山の高山帯の蛾
神保一義：高山蛾をはじめる人のために(11)

佐藤力夫：コガタツパメエダシャクの斑紋異常個体

静岡昆虫同好会：駿河の昆虫NO93 (1976. 5)

情邦彦：富士山周辺のギンイチモンジセセリ

渡辺一雄：静岡県西部地方の蛾類

静岡昆虫同好会：駿河の昆虫NQ93 (1976. 5)

望月敏広・吉田清俊： 8月上旬旅ヶ岳方面の蝶類

北条篤史：奥秩父周辺の蝶類分布調査(V)

高橋寿郎氏：採集と飼育(1974)NO36-4

高橘寿郎：キベリハムシ

飯田逸博氏：佳香蝶No27 (1976. 5)

稲川忠明・飯田逸博：伊吹山地南部の蝶(I)

飯田逸博氏：佳香蝶NQ28(1976. 6)

稲川忠明・飯田逸博：伊吹山地南部の蝶(II)

、
一

＝行事予声＝
10月10日一正会員シルビアシジミ観察会

集合場所／佐用郡上月町円光寺

時間/AM10:00～PM1 :00

連絡先／木村三郎まで

a07933 （5） 0225

播磨蝶友会： 「ひろおび」NQ1 (1976. 6)

アケハチョウ科・シロチョウ科の分布図及び

月別種類別採集数

松崎浩幸氏：チョウセンアカシジミ他5個体標本

､‐

役員追加
10月17日←ジュニア会員夢前川秋の虫観察会

集合場所／青山ﾉ、ラダ家具前

時間/AM10:00～AM12:00

連絡先／木村三郎まで

aO7933 (5) 0225

(顧問） 奥谷禎一

運営委員会の決定により神戸大学農学部教授の

奥谷禎一先生に本会の顧問を引きうけていた守く

ことになりました。

お忙しい先生ですが、今後私たち会員に大いに御

教示いただけることでしょう。

よろしくお願いいたします。

11月21日一正会員卵観察会

集合場所／佐用郡上月町円光寺

時間/AM10:00～PM3 :00

連絡先／相坂耕作まで

80792 (34) 3811

－12－
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絵、プレゼント

当選者発表に協力会員。
9月16日兵庫県立姫路西高校生物

教室に於いて当会運営委員ならび

に生物教諭2名立合のもと抽選い

たしましたところ下記の10名様に

決定いたしました。

西山美知子

上 田 二郎

田 中 友子

法西定雄

小林 勉

的場 績

鈴木伊作

高須 隆

ハクロ建材店

戸張美代子
以上10名様

姫路市／小林勉、石田義弘、中野一郎、安横利博、島浩司

中島直、宮本隆久、山崎憲吾、上田二郎、小林正夫

前川利博、岩沢弘一、福永勝子、高寄和代、鈴木伊作

相坂正二、石原美佐子、西山美知子、水田かおる、

野瀬正彦、中藤博幸、須山多美子、田中友子、福岡薫

山本光男、小坂文之、佐々木哲、花田利男、横田礼子

洪水孝幸、高田二郎、高須隆、黒田一郎、丸尾準治

沢田美代子、今津満里子、長谷川泰次郎、熊沢克也

橋本写真店・㈱ソネヤ、山野印刷、金田産業、宝商事

緑広園、ハクロ建材店、園芸用品のやましろ

大阪府／中江美代子、大阪博物

神戸市／吉田晃一

生野町／羽淵捷子、戸張美代子、正垣延寿

八千代町／京立建材店

加古川市／岸益弘

市川町／永良誠

安富町／三木玄吾

夢前町／木村長太郎、三村美代子、浄徳貫二、木村章、宝建装

その他匿名希望7名

誉

雲 妻蓬
後協力を期待しております｡お互いに私達の身近かな昆虫を､又自然をより深く理

記聲堪贈8蕊芋糸含亘縄鐺むし｣は費用の都合により写
‘
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発行姫路昆虫同好会
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